Schools of Foreign Languages in the Early Period of the Meiji Era by 青木 光行
明治初期の外国語学校 : 官立校を中心として
著者 青木 光行
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 19
ページ 122-132
発行年 1967-01-30
URL http://hdl.handle.net/10114/11093
明治初期
の外国語学校
ii
官立校
を
中
Jじ、
本稿にいう明治初期とは明治元年から明治十二年の教育令制定
迄の期聞を指すのである。この朔聞は、きびしい世界史的環境の中に国家的統一を成し遂げた維新政府が、五ケ条の御誓交を以て某本方針と
し、欧米列強
の圧力に対決し得る体制をとるべく寓閃
強兵・殖産興業政策を推進せんが めに、政府 各方面に多くの外国人を招持して、欧米列強 学術、文化 摂取に務めたのであ（1
〉
る。その結果「日本人にとって実に暁闘を照らす繁明の如く、あるいは暁夢を破る警鐘」にも比すべき、欧米の優勢なる学術・文化が急激に流入してきた
。
この欧米の優勢なる学術・文化を摂取
するには、まず第一に欧米諸 の言葉を知らなければならない。それ故、朝野をあげて欧米
諸国の言葉を
知り、学術・文化を隈取
せんとして、洋学万能といわれる「欧化主義教育時代」 現出した
（3
〉
のである。これ 伴 多くの外国語学校が設立された
。
本稿は明
--
一一
と
し
て
主 目
行
木
光
治初期における外国語学校、特に官立校の実態の一端を捉えよう
（4
） 
としたものであ 。
外国語を教援する教育機関の設立は、すでに江戸時代にみられハ5 J
るが、前記の如き理由のもとに明治になってから急激な増加をみる。しかし、それは主として福沢諭士口の慶応義塾を初めとする私
（6
） 
立校である。例へば明治五年十一月から翌六年一一一月末迄に東京府に提出された私立教育機関の開学明細表を調資してみると外国語
（7
） 
を教授している所は八十二校の多きに ぼっている
J
「文部省年報」より明治初期における外国語学校設立状況をみ
てみると第一去、こ を百分比に直してみると第二表の如き結果
（8
〉
を得る
。
このうち百
三
校と最高数を示した明治八年度の統計を設
立年次
・
設立場所別にまとめてみるとそれぞれ第三
・ 四
表のよう
（9
〉
になる。第三表をみればわか 如く「学制一頒布後に設立された
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第四表
明治八年外国語学校設立場所一覧
分
上じ
一一一--
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外国語学校は
全
体の約七割九分を占めている。特に私立校はいず
れも明治五年以降になっているが、これは「学制」頒布前に設立されていても、「学制」の開学規定により、あらためて許可された年次を以 設立 次としたためであふ門。また外国語学校百一
一 一
校のうち七十六校、百分比に て約七割問分が東京に集中し いる。これ等の外国語学校は 文部省第三年報」（明治八年）によれ ば 、
外国語学校ハ、外国語ヲ以テ普通ノ学科ヲ教授スル所ニシ
テ、其内独仏魯消ノ四語ヲ援クル者一、英語九十六、仏語問、独語二、之ヲ前年一一比較スレハ、英語ハ一十五ヲ増加シ、仏語議語ハ各五ヲ減少シ、荷蘭語ニヲ減少シテ遂ニ絶今一帰ス 、
とあり、英語がその主流を占めている。
「学制」に外国
語学校に関す
る規定が
設
けられたのは、明治六
年四月二十八日の文部省布達第五十七号「学制二編追加」による。すなわち、
第百九十四章専門学校一一入ルモノハ 彼ノ一
一 一口語相通セサレ
ハ、其
学術ヲ得ル能ハス、故一一外国
語学ヲ学
ハサルヲ得ス、
コレ外国
語学校ヲ設クル所以ナ
リ 。
第百九十五章外国語学校ハ、外国語学ニ達スルヲ目的トルモ
一二四
ノニシテ、専門学校ニ入ルモノ或ハ通排等ヲ学ハント欲スルモノ、此校－一入り研業スヘシ。
但、此校－一入ルモノハ、小学教科ヲ卒業シタルモノニシテ、年齢十四
歳以上タルヘシ。
第百九十六章通排ノミヲ学フモノハ、此語学校一一在テ、
kF
二等ノ教科ヲ卒業スル事
ト ス （
注 略 ） 。
第百九十七草各科ノ専門学校ニ入ルモノト雄モ、年齢若キモ
ノハ二
三
ヶ国ノ語学ヲ学フ妨ケナシトス（注略）
。
第百九十日必車外国語学校教科修業年限四年間 ス 其ノ等級
左ノ如シ。
とある。第百九十八
章
の等級
をまとめると第五
表のよう
に な る 。
「学制」第百九十四章ある専門学校とは「外国教師ニテ教授スル体 ~~：暗読習綴 ｜
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高尚ナル学校議韓議諸同十汎称するもので、その目的は「専ラ彼（外国）ノ
長技ヲ取」
ーかにあると規定されている
。
明治六年、「学制」に準拠して官立外国語学校が東京（ト町橋）、
大阪
（ 刊 制 大
）、長崎
（ 胞 山 ） の
地に設立された
。すなわち
、東京外国
語学校、大阪開明学校、長崎広運学校の一
一
J校で、このうち大阪、
長崎の両 は明知可年四月それぞれ大阪外国語学校、長崎外国語学校と改称された。
「文部省第一年報」に記載されている東京外国語学校
の沿革を
み る と 、
本校ハ、元開成学校－一於テ、専門学科ヲ設ケソカ為メ、各国ノ語学ヲ教フルニ始リ、外務省所管語学所ヲ収管スルニ成ル、明治二年正月始テ英仏二国ノ語学科ヲ置キ、尋テ独語学ヲ置ク六年四月生徒ヲ区分シ、下等中 一級以上ヲ専門学生徒トシ、、以下ヲ語学生徒トス 五月外務省設グル所ノ独魯清語 所ヲ文部省－一収管シ、更一一生徒ノ学力ヲ検査シ、外国語 教則－一準拠
明治初期の外国語学校ハ青木〉
シテ、学級及教科ヲ改正ス、八月開成学校新築成リ、専門学生徒此一一徒ルニ至リ、遂一一同所ヲ東京外国語学校ト称シ、外務省
（時〉
語学所ヲ令併ス、学科ハ英仏独魯消ノ語学ヲ援ク。
とある。開成学校は安政二年幕府が創設した洋学所の後身
f
ぁ
硲〜また大阪外国語学校は慶応四年（明治元年〉の大阪金広明長崎外国語学校は女久三年長崎奉行服部長門守の創建になる語学
（m m
） 
所の後身であ
東京には
、東京外
国語学校の外に、明治五年二月に文部省より
（却 ）
「女子学校
ノ
模範タラン事ヲ期
」 し て
設立された東京女学校
（ 時 限
竹 ）
が
、官立外国語学校として取扱われることとなった。明治七年になると第二大学区愛知県下名古屋に、第四大学区広
島県
下広
島
、
第六大学区新潟県下新潟
、
第七大学区宮城県下仙台（ 幻 ）
に各一校、ずつ官立外国語学校が設立された。これによって各大学
（n
） 
区本部所在地に一校ずつ官立外国語学校が設立され、同年十 月には東京外国語学校の英語科を分立させ、東京英語学校を設立（n
） 
し 、
肥田昭作ヲ以テ其
学
校長トシ、府下第四大区一小区表神保町二
（M
） 
番地‘即東京外国語学校所属ノ寄宿舎ヲ修繕シ以テ本校、
とした
。
この時、東京外国語学校は修業年限を二年延長し六ヶ
年、上下各六級とした
。
以上の如く明治七年末迄に官立外国語学
校が九校設立された。このうち東京を除く各外国語学校は、明治七年十二月二十七日の文部省布達第三十号 よって英語学校と改
（ お 〉
称された。これによって東京外国語学校を除く他 官立校は、す
五
Hosei University Repository
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第十九号
べて英語を教授することになった。
四
前記の如く官立外国語学校が設立されたが
、問
題は校地
、校
舎
等の件である。例えば東京外国語学校の場合、
本校ノ位置、学校一一適セス、其建築タルヤ卑媛古朽、屡改補修繕ヲ以テ保持セシモノナレハ
、
風雨ノ際或ハ壊類センコト測リ
カタシ、且建築ノ粗
悪
ナルヨリ堅挨教場－一満チ、其汚職実一一一戸
フ可ラス 加之校守狭隆一 シテ、日今 学業上－一於テ障磁砂カ（ 部 ）ラ ス 、
という状態
であ
った。また広島外国語
学
校も
十九日（開問…） 長（対附寅）、広島県庁一一於テ権参事白浜貫礼一一面シ、学校設置ノ事ヲ議ス、即日ヨリ二十一日ニ至ルマテ、校及ヒ教師館一一充用スヘキ家屋ヲ捜索センタメ、県官ヲ伴ヒ四方ニ奔走 二十二日同県下大手通リ壱町目官有地元客舎ヲ以
（ 幻 ）
テ、仮教場ト定メ、工師一一命 仮教場修繕ノ事ヲ委ヌ、
とある如く、校合にあてるべき家屋を捜索し、これを仮教場とし事務局を開設
、
生徒を募集した。また生徒を収容すべく広島県第
一大区
六小区饗願寺を以て仮寄宿合に充用
し、一ヶ
月借料金拾五
円を仏って生徒を入合せしめていけ問。愛知英
〜一語学校は愛知県立成
（却〉（却）
美学校 本校に収用、新潟英語学校は新潟町西明八番町宗現寺を、宮城英語学校は仙台東二番町元中学校を充用
、
関学したのであ
る 。
一 一 一 六
特に外人教師用の家屋については
、例えば「愛知
英語学校年
報」に、
県下ノ人民多クハ未タ旧弊ヲ脱セヘ家屋ヲ外国人一一
、貸
ス ヲ
好マサルヨリ、偶貸付スルモノアルモ、卑混威信ノ屋一一計一ノ用ニ供スヘキモノ少キノミナラス、非常
高
価ノ宿料ヲ要求ス
。
という状態
で
、
適当な家屋をみつけることは校舎以上に困難であ
った。そのために多くの学校では、構内に外人教師則の家屋を新築している。むしろ新築した方が、それ
は経済
上損失かも知れぬ
が、風致上或は教場出席時限に後れる如
、き種々の障碍
を防よ洲
一 味
る等、教育上大なる柳益を得るのではないかと歓迎されている
。
以上の如く校地、校合等程々の準備をなして開学したのである
、 力
現今
ノ
資本ハ其額実－一寡少ニシテ
、以
テ善良ノ教師ヲ招雇セン
ト
欲ス
レトモ能ハス、亦以テ有益ノ書器ヲ充足セント
欲スレ
ト
モ能ハス。
とある如く、
学校
運
営
上の経費が不十分であると報告されてい
る。官立外国
語学
校の授
業
料をみてみ
Jb
長
崎英語
学
校の場令、
一ヶ月一円五十銭、一円、五十銭の二一通り、大阪、愛知、広品の各校は五十銭
、その
授業料も「当分相当ノ高納ムル能ハサルモノ
ハ、毎月六銭ッ、可相札事」とあえその総額たるや微々たるもので、経費の大部分は文部省補助金でまかなわれたのである。第六表からもわかる如く 補助金支給額が各校により、又年度により異なるが それ 各校の内 教師井職員
A
昨日数の多少の外、
「 教
師館土蔵新築ノ如キ不時ノ費モ亦此中
ニ 什
算」されているた
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めである。また明治七、八、九年度官立外国 補助金総計は
、
各年度文部省定額常費出金総計の約一割前後を占めて
い
た 。
明治初期の外国語学校（青木）
経費の大部分は人件費
、し
かも外人教師の給料である
。
五
教師数について官
、
公
、
私立別に調査すると第七表
、
それを百
分比にしてみると第九
表
の如き結果を得る
。
外国語
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校という性
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六 九 ・
2
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・ 二
一 二一
一公立
一
七 八 ・
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00
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十
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一八三
一 六
一
一 一 三 回
一九 四 ・
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十
八
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法政史学
第十九号
一 ド ヨ
巳
主 主 一 三
七三E Z
恒三
一総
計 一
一σ0
・00
一
一8
・0
0
一
一0
0・8
一
一0 0
・00
一
質上、多数の外人教師が招抽付されていることは当然の事である
Q
外人教師の人 は官、私、公立の順になるが、百分比からみた場合、官立校における外人教師の占める割合は約三割前後、公立は約二割から三割 明治九年度は約四割三分という最高の割合を示し、私立は前二者 比して低い割合を示している
。
更に第七表記載外人教師数を各校数で除してみると、第九表の
如き結果を得る。すなわち、官、公、私立外国語学校の差を大きく特色づけるものは 外人教師数の多少によるといってもさしっかえない。
第九表
外国語学校一校平均外人教師数
／／／－
－一
明治
七
年
↑
八
一
九
一
一O
一
一
人
一一一一
官
立
一
三
・七八
一
四
・七八
一
四
・o o b
ハ ・
五
O
一
公立
一
一 － 一
一 五
一
一 ・
o o
－
0
・
五
O
十
0
・ 八 一
一 一
一
在
立
一
0
・ 一
三
ハ↑
0
・ 二
三
0
・
三二
0
・
三二
11
附I I
I
－J
0
・
六 八 一
0
・
喧
10人 民
明
治
八年
六
月
三
十日現在
の
官立外国
語学
校外人教師同十一人の
（ 犯）
国籍・月俸を調査してみると、それぞ
れ
第十・十
一
表になる
。
す
なわち、国籍別では英国の十八人を
筆
頭に米・独・仏・魯・瑞西
・
清の
順になり、月俸では東京外国語学校
の露
人
タラ
へ
テン・ベ
／＼ 
（宮言［豆長大愛東東東－， ~： 
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第十表
1 魯
一月
俸四五
O
円
十一 一
五
O
i
二
OO
コ一 一
五
三
一一
一
一 八
Oi
一
一 一
五二五
一
四
一一三
問
一
三
八
O
一↑
二
一一
一計
一
一 八
一
一0
↑
六
十
四
一
一
一
一
一
ル グ
の
悶
百五十円が最高額、こ
れ
は文部省顧問ダピッド・モ
ル
レ
！
の 六
百円につ
ぐ
も
の
である
。
半数が百五十円、平均すると約百
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七十七円となる。これ等外人教師採用について、
外国教諭ノ如キハ、従来本邦居留ノ欧米人中ニ就テ選択セシニ因リ、或ハ過テ不能者ヲ挙クルノ憂ヲ免レサル事アリ、或ハ教育外ノ事業ヲ計リ白ラ其職ヲ解ク者等アリテ、従テ生スル所ノ弊害亦少ナカラサルナリ、故二本国ヨリ直チニ善良ノ教諭ヲ鴨招シテ、此等ノ弊害ヲ掃除セソコトヲ封。
とある如く、問題もあったのであ
．＆ ，、
各官立外国語学校、生徒募集を報ずるや「忽チ同集シ来タ：：：
（ 判 ）
入学ヲ乞フ者陸続止マス」という状態を呈した
o e
入学試験受験資
格は「学制」第百九十五章の如く、小学教科卒業者でなければならなかったが、東京外国語学校において、
此校入学生ハ小学科ヲ卒業セシ者トス、但各所小学ノ設未タ全カラサルカ故、当分日用ノ文書－一差刷ナキ者ハ入学ヲ九州）
とある如く、小学教科を卒業しなくても、修業見込の る者は入学を許可されている。 試験は各校によって異なるが 愛知英語学校の場合、
入学試験ハ専ラ訳書ヲ以テ試験シ、其得失－一依 許否ヲ決ス
試験書目
万国史略皇園地理書西洋事情博物新編補遺勧善訓蒙修身論西洋新書地学事始
右書籍ノ内両三部ヲ把テ、部毎ニ其一二章ヲ抽テ、之 読シメ、十中一ノ誤謬ナキモノヲ甲トシ、二三失一一止マルモノヲ乙
明治初期の外国語学校（青木〉
（ 位 ）
トシ、共一一入学ヲ許ス
とある。そして下等語学第六級に入った。また、
若シ他校－一於テ英語 ヲ学ヒタル者ハ、訳書ノ外一一英籍ヲ以テ
（m w
） 
試験シ、其学力ノ浅深－一依テ、等級ヲ定ムヘシ
とあり、例へば読方（何日刊誌住川】号ヒ、訳読、文典（持
1 1 r
M M M F P T m g
）、書取、習字、地理（
m m u u u
に
dβ5
・ ） 、 歴 史
???﹈???。
9
）、会話（部）算術（豆町立町民…
y m R E S
）
等の科目で受験し 誤謬二一に止まる者は、下等語学第一級に編入されたの ある。
第十二表は各官立外国語学校生徒数を示したものこで、これを
第十ニ表
官立外国語学校生徒数l
j 一明治六年一七十八一九一一
O
一
一人一一 一
東京外国語学校一五四二一四一一一二一三七一一五二八一東京英語学校十一三三七一六二九一四六六一東京女学校一女一二八 女七八 女二一七一女一五二一愛知英語学校一一一六一 二四九 一一
O
五
大阪英語学校一一 万二
O
五一三一二一三五六
広島英語学校－ ニ八十 七
O
一一九八
長崎英語学校一九
O
一六一ニ一一五六一一五九
新潟英語学校一一二六 六五一 五二宮城英語学校一 七五一一
O
一一九二
一七八二一一五
O
六了二八
0
一 二 三
O
八 一
四一 九 三
五三四
一二九
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第十九号
外国語学校生徒数並びに百分比一覧
d
／
一明治七年一八
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／
一人数
一百分比万数
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／
一一 － 一一一一人一
% 一
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一
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一 き
さ 二
回 ・ 一 九
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三 八
O二 三 ・
ニ 一 一
一
一 一一 一5
八 二 一 一 六 ・ 六 八
一
五 百 一 四
一
一二 五
・ 完
公 立 一 七 一 ニ 八 二 三 二 六 四 五 一 九 ・ 一 且 一 一 一 一 二 五 三 千 五 九 一 一 言 八 二 一 一 一 ・ 八 六私立
一
回 ＝ 一 九 六
二
（ 四 ・
5
一
一 ユ 九 回 。
一
五 八 ・ 豆 一
一 三
〈一号 一
一
毛 ・ 主 一
一
一 〈 四
c－ 回 二 ・
2
計一六六四
0一 一
00
・00
一 六 七 六 五
t o o
－00
一
六 二 九 一
7 8
・00
一 五 一 一 一
t o o
－o u
八ム、私立校生徒数と比較してみると第十三表の如き結果を得る。すなわち、官 は校 こそ少ないが生徒はかなりの割合を占めている。また明治八年度東京英語学校生徒数六百二十九名は最多生徒数を示している。ちなみに同年度におけ 東京の三大私学の生徒数をみてみると福沢諭吉の慶応義塾四百四十八名、近藤真琴
（
MH
〉
の攻玉社二百二十五名 中村正直の同人社二 一名である。
各官立外国語学校には全国各地から優秀な人材戸喋まつてき
た。例へば愛知英語学校には坪内誼遥・八代六郎
等
、特に東京外
国語学校英語科すなわち東京英語学校には、加藤高明・末松謙澄．内村鑑三・佐藤
昌
之・石川千代松・宮部金吾・大島正健・田中
館愛橘・高田早苗・藤沢利喜太郎等が在 し
M W
官立外国語学校入学の目的は、専門学校、中には大島正健の如
く開拓使所轄札幌学校に移転した者も た 、主として東京開成学校（域特）進学にある。それには下等語学教科を修了すれば受験
第＋三表
一 三
O
（川叩）
資格が得られた。しかし、中には
生徒ノ、東京大学校－一入リ、専門ノ科ヲ修メント希望ス
ル
者ア
（
川叩）
ルモ、多クハ貧困ニシテ白ラ其費用ヲ弁スル能ハサルカ為
に空しく其
志
を喪い、其業を廃する者も多数いたのである
。
当時の東京英語学校の様子は、教育方針は
全
部英語の正則主
義で
、英米人が主として教師とな
り、下級に邦人が加わり 最下級は邦人のみで担当した
。
学級
は一級から六級に分かれ、一級から
二 一
級までは一組、四級は甲
乙の二組 五 は甲乙丙の三組 六級は甲乙丙丁の四組からなり、各級担任 官指
導
の下に毎月もしくは
二
、
三
ヶ月に小試験
が行われ、成績優秀なもの 上級へ抜
擢
される制度になってい
〈 印 ）た
とある。各校とも外国語正則主義で教育をしているが、教
授
法は
千差万別、学監ダピッド・モルレ！（ロミ王宮
R E U O
が 長 崎 、
（日
）
大阪
英
語学校を視察した際に「今一一層簡易
精正
ノ方法」を以て教
授すべきであると指摘している
。
例えば長崎英語学校の場合、
教則ハ文部省－一於テ制定セシモノニシテ、総テ他ノ外国
語
学校
ト同シク外国語ヲ学フ着手－一於テ大一一関クル所アリ、生徒ノ初学ヨリ卒業ニ至ルマテ、漸ヲ以テ進歩スヘキ簡易正
当ノ書
籍ヲ
備ヘサル可ラス、現今一一於一アハ教員 々殊別ノ方法ヲ用井 且教員中不練熟不適当ニシテ曽テ順序ヲ立サル者アリ、生徒等斯ノ如キ不良ナ 教制ノ下－一居ルモ、猶日一今日ノ如クニ英語 学ヒ得ルニ至りシハ、実－一奇ト調フヘシ、
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と報じている。また、学校によって「国語ヲ解セサルモノ」が多数入学、そのために国書科を設け、国語の授業を開始した所もあっ た 。
七
〈以 ）
明治十年
二
月、「規模漸ク定リ校制略備ル」の時、東京女学校
・愛知・広島・長崎・新潟・官城の各英語 が、官立師範学校とともに第一学期限り廃校と決定された。それゆえ
将来旺盛ヲ期セシ当校一日
一廃止セラレジヨリ、一般ノ生徒皆仮
々乎トシテ実－一塗一一迷ヒ其レ何クニカ之カソ、政府素ヨリ万己
ハ 日 ）
ムヲ得サルノ策ニ出ルト雌モ、一時生徒鋭進勇往ノ気ヲ温ム
とある如く、生徒を大いに失望せしめた。廃校 理由は、当時発生した西
南戦役によ
る政府財政
緊縮の
ためであるといわれてい
、
n i J
%。同年四月には東京英語学校が東京大学予備門に、また明治十二年四月大阪英語学校が医学専門学校に改革され、以後存続したのは東京外国語学校のみとなった。
廃校または改革された官立外国語学校は、各地を開明の域に進
ましめ、地方教育発展の基盤となった はいえ、
消耗セシ所ノ巨費一一較フレハ、其功実一一少小ナリト謂ハサルヲ得ス、ハ中略〉徒ラニ巨大ノ労力ト金額ヲ費ヤジテ モ得ル
（ 国 ）
所ナキモノノ如シ、
〉｝評価されている である
。
明治初期に於ける官立外国語学校
は、当時の「欧化主義教育時代」の特色を、また急な廃校、改革は明治初期教育政策を端的に示したものといえ 。
明治初期の外国
語学校（青
木 ）
註ハ1
）中村越著「御
雇外国人の研究
！とくに数の考
察
l
」法政史
学第二ハ号、六五｜七五頁。梅浜昇一者「お雇い外国人」日本
経済
新聞社。
（2
〉稲官栄次郎著「明治初期教育思想の研究」福村書店、二七
頁 。
（3
）右同、一
O
五
i
一O
七 頁 。
（4
）外国語学校については桜井役著「日本英語教育史稿 大阪
倣
文社
、桜庭信
之著「外国語教育論
」東京
教育大学教育学
研究室編敬育大学講座二八『外国語教育』金子書房、東京都都政史料館「東京の英学」都史紀要第二ハ等の諸研究がある
Q
ハ5
）
沼田次郎著
「幕末洋学史
」万江
書 院 。
ハ6
〉「慶応義塾七十五年史」九七！九八頁。大槻如電修 新撰
洋学年表
」柏林
社書店
、 一
五四頁。
（7
）東京都都政史料
館編纂
「明治六年一月東京府関学明細書」
全七巻セ冊。
（
00
〉「文部省第一
1 0
・ 七 年 報 」 。
（9
）「文部省第三年報」一冊、六一一
i
六一六了。
（叩）「学制」第四三、一七八・一七九・一八
O
章 。
（日〉「文部省第三年報」 冊、八了。（ロ）「明治以降
教育制度発達史
」第一
巻
、ゴ二一
頁 。
ハロ）「学制」第一九
O
章 。
ハU
）右問、第一八九章
。
一一一
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明治初期の外国語学校（青木）
（日）「明治以降教育制度発達史」第一巻、七
O
九 一 員 。
ハ日）「文部省第一年報」、一六三了。（口）原平三著「蕃書調所の創設」歴 学研究第一
O
三号、岩波
書店、一
itl
－ 四 三 頁 。
（日）「文部省第一年報」、 六九了。（印）右同、一七一
i
一七二了。
（初）右問、一七四丁。（幻）「明治以降教育制度発達史」第一巻、七
O
九 頁 。
ハ沼）明治六年四月十日文部省布 第四十二号により、従来の八
大学区（学制第二・三章）を七大学区に改正した。
．（お）「明治以降敢育制度発達史」第一巻、七
O
九 頁 。
（弘）「文部省第二年報」、四二一了。（お）「明治以降敬育制度発達史」第 巻、
O
九 頁 。
（お）「文部省第二年報」、四一九丁。（幻）右同、四三セ
l
四三八了。
（m m
〉右岡、四一九了。
（m m
）右同、四二二丁。
（却）右岡、四四八丁。（訂）右同、四五
O
了 。
（泣）「文部省第三年報」一冊、五七一了。（お）「文部省第二年報」、四三九｜四四
O
丁 。
（出）「文部省第三年報」一冊、五七七了。（お）「文部省第一年報」、一七二丁。（部一）〔究部省第二年報」 二五
T－
（幻）「文部省第三年報」一冊、五七二了。（お）・（ぬ）右岡、五七七了。（的）「文部省第二年報」、四三七了。（
HU
）「文部省第四年報」一冊、一二五五了。
（必）・（幻〉「文部省第二年報」、四コ二了。（
MH
）「文部省第三年報」一冊、六一二｜六一一二丁。
（必）大村弘毅著「坪内迫造」吉川弘文館 ゴ二頁。（必）大島正健著「クラ
l
ク先生とその弟子たち」宝文館、二三
l
二四頁。
（訂）右問、八
Ol
八七頁。
（必）「文部省第二年報」、四二七了。ハ的）「文部省第一二年報」一冊、五七六丁。（印）大島正健著「クラ
1
ク先生とその弟子たち」、二三頁。
（日）「文部省第二年報」、コ一
O
了 。
（臼）右問、二四
l
二五了。
（日）「文部省第四年報」一冊、三六四丁。（悦）「文部省第五年報」一冊、四四六了。（日）「明治以降教育制度発達史」第一巻 七一
O
頁 。
（回）「文部省第五年報」一冊、四四六了。ハ町）・（回）「明治以降教育制度発達史」第一巻 七
O
一 貝 。
（印）「文部省第五年報」一冊、四四六丁。
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